
2月に産卵が始まったことをお知らせしたニホンアカガ

エルのその後です。今年の江川地区の卵塊数は1785個で

した。

白い卵塊もあったのですが、シラスのようなオタマジャ

クシになった後、どんどん色素が濃くなり4月10日には

普通のオタマジャクシとほぼ同じ色になりました。お父

さんは普通の色素をもったカエルだったのでしょうか。

⾧い間池などで過ごしたオタマジャクシは５月終わりご

ろには、足が生え上陸個体に変わっていきました。

まだ指先ほどの大きさですが立派なニホンアカガエルで

す！！
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まだ尾が残っています。

みんながんばって生きていってね！


